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 本稿は、アメリカのウィンザー・マッケイ（Winsor McCay, 1867-1934）の










































                                            
1 Pierre Frenault-Druelle, «Du linéaire au tabulaire», Communications, nº 24: La bande 
dessinée et son discours, Paris, Le Seuil, 1976, pp.7-23. 
2 野田「コマ割りは「何を」割っているのか」『ユリイカ 特集・マンガ批評の新展開』、pp.161-165
に詳しい。Groensteen, Système de la bande dessinée（1999）は「線条性から紙面性へ」を受
け継いだ近年の研究である（2009年、野田謙介による邦訳『マンガのシステム』が刊行された）。 
3 Eisner, Comics & Sequential Artを参照。 
4 McCloud, Understanding Comics, pp.5-9。邦訳は『マンガ学』（1998年）。コミックスの定








































を用いる）をも含む。「日本マンガ学会」の英語訳が Japan Society for Studies 








                                            

































                                            
9 『ユリイカ 特集・マンガ批評の新展開』p.160. 
10 「コミックス」「バンド・デシネ」「マンガ」に関して、コマの数についての大まかな概念図
を作成するならば以下のようになる。 
 1コマ 複数コマ（＝本稿での「マンガ」） 
英語 cartoon comics (comic strips, comic books, etc.) 























































                                            
























































                                            
12 マンガのメタ表現一般に関する考察を行っている研究は、本文で取り上げた四方田『漫画原
論』や夏目・竹熊他『マンガの読み方』の他に、Groensteen, «Bandes désignées / De la réflexivité 



































































『初期作品集』シリーズ（Winsor McCay: Early Works）の 1巻から 9巻まで
と、メルクルの『完全版レアビット狂の夢』（The complete Dream of the Rarebit 





ガについては、『初期作品集』や『リトル・ニモ 1905-1914』（Little Nemo: Little 


































1.1.1 1867年から 1903年まで（マンガ制作以前） 
 















































またこの頃、ミシガン州立師範学校（Michigan State Normal School：現・東
                                            
15 ダイム・ミュージアム（a dime museum）とは、1ダイム（＝10セント）が入館料の、大衆
受けを狙った娯楽施設である。蝋人形や動物の剥製などの見世物を展示する部屋や、楽器の演
奏や曲芸などの演芸を行う部屋などがある。「ワンダーランド」は地上 4階・地下 1階の建物で、
午後 1時から 5時までの昼の部と、午後 7時から 10時までの夜の部とがある。Canemaker, 
Winsor McCay, p.29を参照。 

























                                            
17 Canemaker, Winsor McCay, p.30. 
18 Canemaker, Winsor McCay, pp.38-39. 
 21 
（Vine Street Dime Museum）で、ポスター画家兼広報係として働く。ここで
のマッケイの評判も上々であった。また、マッケイは 1891年、14歳のモード・
レオノア・デュフール（Maude Leonore Dufour）と結婚し、1896年に息子ロ









年 9 月 7 日の『コマーシャル・トリビューン』では、退役軍人団体であるグラ










                                            
19 Canemaker, Winsor McCay, pp.45-48. 














プ物語」（A Tale of the Jungle Imps by Felix Fiddle）を掲載する。掲載期間は























ラルド』（New York Herald）や『ニューヨーク・イブニング・テレグラム』（New 
York Evening Telegram）を出版するジェームズ・ゴードン・ベネット・ジュ










                                            
21 Canemaker, Winsor McCay, pp.57-61. 




る。この作品は 1月 21日から 3月 4日まで、週に 2~3回のペースで掲載され
た。『ニューヨーク・ヘラルド』には、1904年 4月 24日、子供を主人公にした
マンガ「シスターズ・リトル・シスターズ・ボウ」（Sister’s Little Sister’s Beau）
が、また同年 5月 28日には「フュリアス・フィニッシュ・オブ・フーリッシュ・
フィリップズ・ファニー・フロリクス」（Phurious Phinish of Phoolish Philipe’s 
Phunny Phrolics）が掲載された23。 













 マッケイが「レアビット」を制作した時期は 1904年から 1911年までであり、
これはマッケイが他のマンガを制作しつつも、常に仕事のひとつに「レアビッ
                                            
23 Canemaker, Winsor McCay, p.75. 




品について述べていく。1905年 1月 8日から同年 7月 16日まで「ハングリー・









 1905年 6月 26日から 1910年 12月 18日までは、『ニューヨーク・イブニン









ニオン氏はこの Dull Care を燃やそうとしたり壊そうとしたり人に売ったりし
                                            

























                                            























 マッケイとヴォードヴィルとの出会いに関していえば、マッケイは 1906 年、
有名なヴォードヴィルの興行主であるフレデリック・プロクター（Frederick F. 
                                            





Proctor）からヴォードヴィル出演の依頼を受け、この年の 6 月 11 日に「プロ




















1.1.3 1911年から 1934年まで（マンガからアニメーションへ） 
 
                                            
30 Canemaker, Winsor McCay, p.131. 
 29 












思議な夢の国のなかで」（In the Land of Wonderful Dreams：掲載期間は 1911
年 9月 3日から 1913年 12月 26日まで）をはじめとするマンガを 27作品制作
している。例えば「真夏の白昼夢」（A Midsummer Day Dream）、「秋の白昼夢」
（Autumn Daydreams）、「ただの夢だった」（It Was Only a Dream）、「私たち
の祖先がしたように」（As Our Ancestors Played It）、「ロブスター狂の夢」
（Dream of the Lobster Fiend）、「モルモン教徒じゃないのは嬉しくない？」
（Ain’t You Glad You’re Not a Mormon?）、「ミスター・ボッシュ」（Mr. Bosh）、
「夫というのはすばらしい」（It’s Great to Be a Husband）、「いとしいパパと娘」
（Dear Dad and His Daughter）などが挙げられるが、いずれも掲載期間は長
くない。ハーストはマッケイにマンガ（コミックストリップ）を描いてもらい
たかったわけではなく、社説マンガ（エディトリアル・カートゥーン）を描い
                                            
























                                            
32 Canemaker, Winsor McCay, pp.205-209. 
33 Briggs, How to Draw Cartoonsのマッケイの言葉は以下に再録されている。Marschall, ed., 












（How a Mosquito Operates：「蚊の物語」（The Story of a Mosquito）とも呼
ばれる）がヴァイタグラフで制作された34。これは「レアビット狂の夢」の一エ
ピソードをベースにしたアニメーションである。三作目は 1914年の「恐竜ガー










                                            
34 Canemaker, Winsor McCay, p.164. 
35 Canemaker, Winsor McCay, pp.175-177および pp.182-187. 
 32 
四作目は 1918年、ジュエル・プロダクションズ（Jewel Productions）制作の
















ク・ヘラルド・トリビューン』（New York Herald Tribune）を発行しており、
マッケイはここで「夢の国のリトル・ニモ」を復活させた。1924年 8月 3日か
ら 1926 年 12 月 26 日までの掲載であり、これがマッケイ最後のマンガとなっ
た。この後、マッケイは再びハーストと契約を結び、1934年に死ぬまで社説マ
ンガを描き続ける。同年 7月 26日、脳溢血によりシープスヘッド・ベイの自宅
                                            
36 Canemaker, Winsor McCay, pp.188-197. 

























                                            















1904年 9月 10日から 1911年 6月 25日までで、月曜から土曜までのうち平均
二日のペースでの掲載であり、色彩はインクの黒色のみの白黒マンガである。
その後、同じくニューヨーク・ヘラルド社の朝刊紙『ニューヨーク・ヘラルド』




『テレグラム』が 599エピソード、『ヘラルド』が 29エピソード、合計 628エ
ピソードとなっている。すべて一話完結の物語で、最後のコマには SILAS（サ









の 1 以下、およそ縦 23×横 17 センチメートルのタイプで、多くの場合マンガ
は紙面上段の中央部に置かれており、コマ数は平均すると 10 コマほどになる。
もうひとつは「レアビット」連載開始から約一年後の 1905年 9月 30日に現れ
たタイプで、マンガ全体が紙面の約半分、縦 25×横 39 センチメートルの大き
さのものである。この 25×39センチのマンガは土曜日に掲載され、紙面の上半






が慣習となっており、「レアビット」も例外ではない。連載開始当初は Dream of 
the Rarebit Fiend.（初回のみ DREAM OF A WELSH RABBIT FIEND.となっ
ている）というタイトルが活字で示され（図 15）、1905 年 2 月 11 日のエピソ
ード以降はマッケイ自身のデザインによる絵入りのレタリングになった（図 16）。
この図のタイトルは 23×17 センチ用のものであり、25×39 センチ用のものも
別に作られている（図 17）。 
 






















































                                            
41 Canemaker, Winsor McCay, p.87. 





















































































ェルトン・アウトコールトの「バスター・ブラウン」（Richard Felton Outcault, 
Buster Brown：図 38）、ルドルフ・ディルクスの「カッツェンジャマー・キッ
ズ」（Rudolph Dirks, Katzenjammer Kids：図 39）、フレデリック・バー・オ
ッパーの「ハッピー・フーリガン」（Frederic Burr Opper, Happy Hooligan：
図 40）、および平日版マンガからジェームズ・スウィナートンの「ミスター・ジ
ャック」（James Swinnerton, Mr. Jack：図 41）、バド・フィッシャーの「Ａ・

















































































×17センチのものだと、少ない場合では横 2コマ×縦 3コマ＝全 6コマ、典型
的なのは横 2コマ×縦 4コマ＝全 8コマや、横 3コマ×縦 3コマ＝全 9コマ、






                                            





最も典型的なのは横 5コマ×縦 4コマ＝全 20コマのマンガであるが、土曜版は
マンガ全体の面積が通常版より大きいためか、通常版に比べてコマの配列に工
夫を凝らす余裕がある。コマ数が 5×4以外のものとしては、例えば横 7コマ×
縦 2コマ＝全 14コマ、横 3コマ×縦 5コマ＝全 15コマ、横 5コマ×縦 3コマ
＝全 15 コマ、横 4 コマ×縦 4 コマ＝全 16コマ、横 8 コマ×縦 2 コマ＝全 16
コマ、横 6コマ×縦 3コマ＝全 18コマ、横 4コマ×縦 5コマ＝全 20コマ、横
6コマ×縦 4コマ＝全 24コマ、横 8コマ×縦 3コマ＝全 24コマ、横 5コマ×






























































































































































































                                            
44 Harvey, The Art of the Funnies, p.25およびWalker, The Comics before 1945, p.59を参照。 
45 Inge, Comics as Culture, p.31. 























 インジは『マンガでは何でも起こりうる』（Anything Can Happen in a Comic 
Strip）と題された著作のなかで、メタ表現はマンガの 100年の歴史全体の随所
                                            



















































                                            
48 Inge, Anything Can Happen, p.11. 
















マンガ制作自体がマンガになっているもの（Cartooning as a Subject）と、コ








                                            


















































































































































































































































                                            
56 小野『アメリカン・コミックス大全』、p.12. 























ビューン』（Chicago Sunday Tribune）紙で制作した「キンダー・キッズ」（The 
Kin-der-Kids）と「ウィー・ウィリー・ウィンキーの世界」（Wee Willie Winkie’s 
World）は、実験的なコマの形や配置、また幻想的な物語世界の描写などの点で
                                            
58 Waugh, The Comics, p.3. 
















ット「ポリーと彼女の友達」（Criff Sterett, Polly and her Pals, 1912）や、シ
ドニー・スミス「ガンプ一家」（Sidney Smith, The Gumps, 1917）、フランク・




ット」（George Herriman, Krazy Kat）が登場している61。また、オッパーの「ハ
ッピー・フーリガン」やフィッシャーの「マット・アンド・ジェフ」以降、賭
                                            
60 Harvey, Children of the Yellow Kid, pp.33-34. 
61 Eco, “On ‘Krazy Kat’ and ‘Peanuts,’ p.16, Sabin, Comics, Comix & Graphic Novels, 




ーグル」（Billy DeBeck, Barney Google, 1919）や、フランク・ウィラードの「ム




取り込んだＣ・Ａ・ヴォイトの「ベティ」（C. A. Voight, Betty, 1920）やジョ
ン・ヘルド・ジュニアの「ミアリー・マージー」（John Held, Jr., Merely Margy, 
1929）、あるいは、独立独歩の精神で力強く生きる少女の物語、ハロルド・グレ




ォスター作画による「ターザン」（Edgar Rice Burroughs and Harold Foster, 
Tarzan）や、同じく 1929 年開始のフィル・ノーラン作、ディック・カルキン

































                                            























                                            
63 Waugh, The Comics, p.23. ここで注目しているのは、コマの連続と吹き出しの双方が作品の
中に含まれているものである。しばしば最初の平日版新聞マンガとして取り上げられる、1903
年に『シカゴ・アメリカン』紙で開始されたクレア・ブリッグス「Ａ・パイカー・クラーク」（Clare 























広告や有名人の肖像写真が数多く盛り込まれている。また、主に第 4 面か第 6
面にユーモラスなイラストレーションや読み物が掲載され、ほとんどの場合マ
                                                                                                                                
う表現ジャンルが確立していく途中の、過渡期的作品として興味深い。 
64 本セクションは、Seitz, The James Gordon Bennettsに大きく依存している。とりわけ p.203, 
pp.369-370, p.378を参照した。 
 73 
ンガはこのページに載っている（図 72）。マンガ全体の面積は紙面全体の 4 分

















 1903年の 11 月 1日から 1904年 1月 20日までは、枠線なしの絵が連続し、
かつ吹き出しがあるものはあったが、形式としてマンガであるものはなかった。
初めてマンガが登場するのは 1904年 1月 21日で、タイトルはマッケイによる
「ミスター・グッドイナフ」（Mr. Goodenough）である。この作品は 3月 4日
まで、週に 2 回から 3 回のペースで掲載され、今後のマンガ定期掲載を予感さ
せる。 
 74 







 状況は 1904年 8月下旬に変化する。8月 22日にリグビーの「ブックトート・
ビルキンス」（Rigby, Book-Taught Bilkins：以下「ビルキンス」と略記）が掲
載されて以降、それまで月数回のマンガ掲載頻度が急激に上昇し、週に 4 回か








ットの「これは夢ではない」（Norman E. Jennett, This Is No Dream）が登場
する（図 75）。12月になるとジェネットは「これは夢ではない」のかわりに「こ
れは笑い話ではない」（This Is No Idle Jest）を開始する。 
 1905 年以降、マンガはほぼ毎日掲載である。1 月、ジェネットは「これは笑
い話ではない」のかわりに「十中八九」（Nine Times Out of Ten）や「もしも
また子供であれば」（If You Were a Child Again）を始め、またクインシー・ス













































                                            

























































                                            
66 ライトニング・スケッチについては以下を参照。Crafton, Before Mickey, pp.48-57. 




べたように初演は 1906 年 6 月で、20 分のステージを一日に二回こなし、週に
1,000ドルを稼いだということである68。ちなみに当時の平均的な労働者（一日
























68 Crafton, Before Mickey, p.55. 

























                                            

















































                                            
72 McCloud, Reinventing Comics, pp.26-27. 
73 小田切『戦争はいかに「マンガ」を変えるか』、pp.58-60. 





















































































& Sequential Art, 1985）のような、「マンガ家によるマンガ表現についてのマ
ンガ」の例を除けば、マンガ研究においてメタ表現という視点が取り入れられ
たのは早くとも 1990年代初頭であり76、そもそもマンガの表現形式のあり方を
                                            
76 Inge, Anything Can Happenは、1991年にインジ自らが発表した以下の論文をベースにして
書かれたものである。”Form and Function in Metacomics: Self-Reflexivity in the Comic 


















































                                            
77 O’Sullivan, “The Art of Winsor Z. McCay,” pp.115-116. 














この文章はハーヴェイの『アート・オブ・ザ・ファニーズ』（The Art of the 
Funnies）の第二章、「消えた夢の夢遊病者（Somnambulist of a Vanished 
Dream）」と題されたマッケイ論からの引用だが、この副題として「ウィンザー・








                                            


























                                            





















ィスト（Here Are Men Who Make Evening Telegram Readers Laugh: Expert 














































































 いずれにせよ、重要なのは、コマに対する意識が現在と 100 年前とでは異な
る可能性があることに注意深くなることである。マッケイの才知あふれるコマ
                                            






































































































                                            
89 アラス『モナリザの秘密』、p.191. 

























                                            












ーセリンの悪ふざけ」（The Monkeyshines of Marseleen）とリグビーの「ブッ
クトート・ビルキンス」については簡単ながら言及していて、その後で「『テレ
グラム』のマンガは 1904年に最初のものが始まっており、マンガが掲載された










                                            
92 Sabin, Adult Comics, p.136. 

























                                            

























                                            






















（Blackbeard and Williams, The Smithsonian Collection of Newspaper 
Comics, 1977）では、 
 
                                            











as Culture, 1990）でも、 
 
コミックストリップは、繰り返し登場するひと揃いのキャラクターたち（a 








Midsummer Day Dream, 1911. 内容も「レアビット」に近い）の紹介がなされ
ている。また『コミックス・アズ・カルチャー』では「レアビット」がついに
取り上げられた。「レアビット」についてインジは「これは大人向けのマンガだ
                                            
97 Blackbeard and Williams, The Smithsonian Collection, p.13. 




















ォア・1945』（The Comics before 1945, 2004）は役に立つ。ウォーカーはこの
書物の中で、マンガ研究者たちが掲げるマンガの定義を 5 つ列挙している100。
まず（1）ブラックビアドの場合。 
                                            
99 Inge, Comics as Culture, p.33. 
100 Walker, The Comics before 1945, p.13を参照。ウォーカーはそれぞれの引用の出典を明示






















紀のマンガ』（Forging a New Medium, 1998）の編者、（3）ルフェーブル／デ
ィーリック（Lefèvre and Dierick）について。 
 
パスカル・ルフェーブルとチャールズ・ディーリックは、（…）マンガは「あ
                                            
101 Blackbeard, “First Balloon Tripto the Rainbow” あるいは、The Yellow Kidが出典か。 























                                            
103 Lefèvre and Dierick, Forging a New Mediumが出典か。 
104 Harvey, The Art of the Funniesが出典と考えられるが、Harvey, “Comedy at the Juncture 





















































                                            























（Rodolphe Töpffer）やヴィルヘルム・ブッシュ（Wilhelm Busch）など 19世
紀のストリップについて論じた大著『コミックストリップの歴史：19世紀』（The 
























                                            
107 Kunzle, The History of the Comic Strip, p.1. 
108 Kunzle, The Early Comic Strip : Narrative Strips and Picture Stories in the European 
Broadsheet from c. 1450 to 1825, Berkeley, University of California Press, 1973, p.2. 本稿で













































マリー・デュヴァルの「アリー・スローパー」（Marie Duval, Ally Sloper）で109、




































                                            
110 Becker, Comic Art in America, p.118. 

























                                            












































































                                            
113 Waugh, The Comics, p.19. 

























                                            
115 Becker, Comic Art in America, p.22. 

























                                            

























                                            





























































































































































































































































































                                            
122 Varnedoe and Gopnik, High & Lowの、Comicsの章を参照。 
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表１ 「レアビット」各エピソードの主題  
 
 McCay and Merkl, The Complete Dream of the Rarebit Fiend を主に参照しながら、
「レアビット」の主題分類を行った。「レアビット」のエピソード番号（The Complete 




c (circus) ‥サーカスやヴォードヴィルなどの見世物。 
d (drinking) ‥飲酒、アルコール中毒のキャラクター。 
h (hat) ‥女性用の帽子や衣服。 
N (New York) ‥ニューヨークの描写やニューヨークについての言及。 
v (vehicle) ‥自動車や列車などの乗り物。 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2 『テレグラム』におけるマンガ掲載状況  
（1903 年 11 月から 1905 年 4 月まで）  
 
 ニューヨーク公共図書館（New York Public Library）より『テレグラム』のマイク
ロフィルムを取り寄せ調査。日付（空白は日曜日）、掲載の有無、連載マンガのタイト
ルの順に記す。 
・1903 年 11 月／12 月：マンガ掲載なし。 
 
・1904 年 1 月~12 月  
 
1月 1日から 1月 17日まで、マンガ掲載なし。 
 1.18 × 
 1.19 × 
 1.20 × 
 1.21 ○  Mr. Goodenough 
 1.22 × 
 1.23 ○ Mr. Goodenough 
 
 1.25 × 
 1.26 × 
 1.27 ○ Mr. Goodenough 
 1.28 × 
 1.29 ○ Mr. Goodenough 








 2.1  ○ Mr. Goodenough 
 2.2  × 
 2.3  ○ Mr. Goodenough 
 2.4  × 
 2.5  ○ Mr. Goodenough 
 2.6  × 
 
 2.8  ○ Mr. Goodenough 
 2.9  × 
 2.10 × 
 2.11 ○ Mr. Goodenough 
 2.12 × 






 2.15 × 
 2.16 × 
 2.17 ○ Mr. Goodenough 
 2.18 × 
 2.19 × 
 2.20 ○ Mr. Goodenough 
 
 2.22 × 
 2.23 ○ Mr. Goodenough 
 2.24 × 
 2.25 ○ Mr. Goodenough 
 2.26 × 
 2.27 ○ Mr. Goodenough 
 
 2.29 ○ Mr. Goodenough 
 
 3.1  × 
 3.2  × 
 3.3  × 
 3.4  ○ Mr. Goodenough 







3月 6日から 4月 17日まで、マンガ掲載なし。 
 4.18 × 
 4.19 × 
 4.20 × 
 4.21 × 
 4.22 × 
 4.23 ○ Percival Slathers 
 
 4.25 × 
 4.26 × 
 4.27 × 
 4.28 × 
 4.29 × 
 4.30 × 
（4月） 
 






 5.2  × 
 5.3  × 





 5.5  × 
 5.6  × 
 5.7  × 
 
 
5月 8日から 5月 29日まで、マンガ掲載なし。 
 
 5.30 × 
 5.31 ○ 
5月 31日に単発のマンガ掲載。 
 6.1  × 
 6.2  ○ 
 6.3  × 
 6.4  × 
 
 6.6  × 
 6.7  × 
 6.8  ○ 
 6.9  × 
 6.10 × 
 6.11 × 
 
 6.13 × 
 6.14 × 
 6.15 × 
 6.16 × 
 6.17 × 
 6.18 × 
 
 6.20 × 
 6.21 × 
 6.22 × 
 6.23 ○ 
 6.24 × 
 6.25 × 
 
 6.27 ○ 
 6.28 ○ 
 6.29 × 





 7.1  × 




7月 3日から 7月 17日まで、マンガ掲載なし。 
 
 7.18 × 
 7.19 × 
 7.20 ○ 
 7.21 × 
 7.22 × 






7月 24日から 8月 21日まで、マンガ掲載なし。 
 8.22 ○ Book-Taught Bilkins 
 8.23 ○ 
 8.24 ○ 
 8.25 ○ 
 8.26 ○ 
 8.27 ○ Book-Taught Bilkins 
 
 8.29 ○ Book-Taught Bilkins 
 8.30 ○ Book-Taught Bilkins 










 9.1  ○ Book-Taught Bilkins 
 9.2  ○ Book-Taught Bilkins 
 9.3  ○ Book-Taught Bilkins 
 
 9.5  ○ Book-Taught Bilkins 
 
 9.6  ○ Book-Taught Bilkins 
 9.7  ○ Book-Taught Bilkins 
 9.8  ○ Book-Taught Bilkins 
 9.9  ○  
 9.10 ○ Dream of a Welsh Rabbit Fiend 
 
 9.12 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.13 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.14 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.15 × 
 9.16 ○ Book-Taught Bilkins 







狂の夢」（Dream of the Rarebit 




 9.19 × 
 9.20 × 
 9.21 × 
 9.22 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.23 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.24 × 
 
 9.26 ○ Book-Taught Bilkins 
 9.27 × 
 9.28 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 9.29 × 
 9.30 × 
 
10.1  ○ Book-Taught Bilkins 
 
10.3  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.4  × 
10.5  ○ Book-Taught Bilkins 
10.6  × 
10.7  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.8  ○ Book-Taught Bilkins 
 
10.10 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.11 ○ Book-Taught Bilkins 
10.12 × 
10.13 ○ Book-Taught Bilkins 
10.14 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.15 ○ Book-Taught Bilkins 
 
10.17 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.18 ○ 
10.19 ○ Book-Taught Bilkins 
10.20 ○ Book-Taught Bilkins 
10.21 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
10.22 ○ Book-Taught Bilkins 
 
10.24 × 
10.25 ○ Book-Taught Bilkins 
10.26 ○ Dream of the Rarebit Fiend 













11.1  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
11.2  ○ Book-Taught Bilkins 
11.3  × 
11.4  ○ Book-Taught Bilkins 
11.5  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
11.7  ○ Billy Bungle 
11.8  × 
11.9  ○ Billy Bungle 
11.10 × 
11.11 ○ 
11.12 ○ Book-Taught Bilkins 
 
11.14 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
11.15 ○ No Dream 
11.16 × 
11.17 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
11.18 ○ Book-Taught Bilkins 
11.19 ○ This Is No Dream 
 
11.21 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
11.22 × 
11.23 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
11.24 ○ This Is No Dream 
11.25 ○ Book-Taught Bilkins 
11.26 ○ 
 
11.28 ○ Billy Bungle 
11.29 × 









E. Jennett, This Is No Dream：初
回のみNo Dream）が登場。 
12.1  ○ This Is No Dream 
12.2  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.3  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
12.5  ○ Billy Bungle 
12.6  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
（12月） 
  
12.7  ○ 
12.8  × 
12.9  × 
12.10 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
12.12 ○ Billy Bungle 
12.13 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.14 ○ 
12.15 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.16 ○ Book-Taught Bilkins 
12.17 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
12.19 ○ 
12.20 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.21 × 
12.22 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.23 × 
12.24 ○ This Is No Dream 
 
12.26 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
12.27 ○ Book-Taught Bilkins 
12.28 ○ 
12.29 × 
12.30 ○ This Is No Dream 








・1905 年 1 月~４月  
 
 
 1.2  ○ 
 1.3  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.4  ○ Book-Taught Bilkins 
 1.5  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.6  ○ Book-Taught Bilkins 
 1.7  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 1.9  ○ 
 1.10 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.11 ○ Book-Taught Bilkins 
 1.12 ○ This Is No Idle Jest 
（1月） 
  
 1.13 ○ 
 1.14 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 1.16 ○ Book-Taught Bilkins 
 1.17 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.18 ○ Nine Times Out of Ten 
 1.19 ○ Breezy Bob 
 1.20 ○ 
 1.21 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.22 ×（日曜／号外） 
 1.23 ○ Book-Taught Bilkins 
 1.24 ○ 
 1.25 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 1.26 ○ Breezy Bob 
 1.27 ○ If You Were a Child Again 
 1.28 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 1.30 ○ Book-Taught Bilkins 
 1.31 ○ If You Were a Child Again 
マンガはほぼ毎日掲載。ジェネット
は「これは笑い話ではない」のかわ
りに「十中八九」（Nine Times Out of 
Ten）や「もしもまた子供であれば」










 2.1  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 2.2  ○ Breezy Bob 
 2.3  ○ Jimmy the Jiu Jitsu Boy 
 2.4  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 2.6  ○ Book-Taught Bilkins 
 2.7  ○ If You Were a Child Again 
 2.8  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 2.9  ○ Breezy Bob 
 2.10 ○ Samson 
 2.11 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 2.13 ○ Book-Taught Bilkins 
 2.14 ○ If You Were a Child Again 
 2.15 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 2.16 ○ Breezy Bob 
 2.17 ○ Samson 
 2.18 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 2.20 ○ Book-Taught Bilkins 














 2.22 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 2.23 ○ Breezy Bob 
 2.24 ○ Samson 
 2.25 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 2.27 ○ Book-Taught Bilkins 
 2.28 ○ If You Were a Child Again 
 
 3.1  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 3.2  ○ Jimmy the Jiu Jitsu Boy 
 3.3  ○ Samson 
 3.4  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 3.6  ○ Book-Taught Bilkins 
 3.7  ○ If You Were a Child Again 
 3.8  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 3.9  ○ Jimmy the Jiu Jitsu Boy 
 3.10 ○ Samson 
 3.11 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 3.13 ○ Book-Taught Bilkins 
 3.14 ○ Nine Times Out of Ten 
 3.15 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 3.16 ○ 
 3.17 ○ Samson 
 3.18 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 3.20 ○ Book-Taught Bilkins 
 3,21 ○ Nine Times Out of Ten 
 3.22 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 3.23 ○ 
 3.24 ○ Samson 
 3.25 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 3.27 ○ Book-Taught Bilkins 
 3.28 ○ Nine Times Out of Ten 
 3.29 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 3.30 ○ 














 4.3  ○ Book-Taught Bilkins 
 4.4  ○ Nine Times Out of Ten 
 4.5  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 4.6  ○ Health-Crank Hopkins 
 4.7  ○ Samson 
 4.8  ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 4.10 ○ Book-Taught Bilkins 
 4.11 ○ It All Depends 
 4.12 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 4.13 ○ Health-Crank Hopkins 
 4.14 ○ Samson 
 4.15 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 4.17 ○ Book-Taught Bilkins 
 4.18 ○ It All Depends 
 4.19 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 4.20 ○ Health-Crank Hopkins 
 4.21 ○ Samson 
 4.22 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 
 4.24 ○ Book-Taught Bilkins 
 4.25 ○ It All Depends 
 4.26 ○ Dream of the Rarebit Fiend 
 4.27 ○ Health-Crank Hopkins 
 4.28 ○ Samson 















  （誤）         （正） 
599エピソード  →  598エピソード 
628エピソード  →  627エピソード 
 
 
 
